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⼈⼝・世帯数は増加傾向、1 世帯当たりの⼈員は減少傾向 DATA

ご近所の⽅とは、普段どの程度のお付き合い︖DATA

助け合いができる地域ってどれくらい︖DATA

⼈⼝は増えているけれど、 
１世帯の⼈数は減っているね。 
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資料︓川崎市統計情報「町丁別世帯数・⼈⼝」（各年 9 ⽉末⽇現在） 

第 5 回川崎市地域福祉実態調査結果（幸区分） 

対 象 者
抽 出 ⽅ 法
調 査 ⽅ 法
調 査 時 期

20歳以上の男⼥900⼈、有効回収数 305⼈（33.8%）
住⺠基本台帳から無作為抽出
郵送配布・郵送回収
令和元（2019）年11 ⽉28⽇〜令和元（2019）年12 ⽉20⽇ 実態調査結果の詳細は 

こちらからご覧いただけます 

あいさつをする程度、ときどき話を
する程度で約 8 割近くいるね。 

隣近所や町内会・⾃治会程度の
範囲が多いんだね︕

家族のように親しく付き合っている

家に⾏き来したり、親しく話をする

ときどき話をする程度

あいさつをする程度

ほとんど付き合いがない

無回答

隣近所程度
町内会・⾃治会程度

⼩学校区程度
中学校区程度

区内程度
市内程度
それ以上

その他
無回答
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１ わがまちを知る 

2 地域福祉を調べる 
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基本理念 夢が広がり、想いがつながり、⼼が届くまちさいわい

第 6 期幸区地域福祉計画体系図 計画期間 令和3（2021）年度〜令和5年（2023）年度

基本⽬標１ 
【⾃ 助】 

⼀⼈ひとりに 
【ひろがる】 

地域包括ケアへの理解と
参加の広がりによる

区⺠主役の地域づくり 

基本⽬標 2 
【互 助】 

地域で  
【つながる】 

⼈と地域のつながりが
活発で、⾒守り、⽀え合う 
ことのできる地域づくり

基本⽬標 3 
【共助・ 公助】

必要な時に
【とどく】 

総合的な体制で 
必要な相談・⽀援が
届く仕組みづくり 

基本⽬標 4

【すすめる】 
地域福祉を進める基盤体制の確⽴とネットワークづくり

わがまちや地域包括ケアのことを知る 

⽣涯を通じた健康づくりを進める 

地域活動の担い⼿を広げる 

多様なつながりから、新たな地域活動を育む 

多様な⼈がともに住むことへの理解を深め、
互いに⾒守り・⽀え合う

⽀援が必要な⽅に、専⾨性の⾼い情報を
的確に届ける

包括的な相談⽀援機能を充実する

防犯・防災のまちづくりを進める 

多様な地域活動からつながる 

重点
項⽬

重点
項⽬

重点
項⽬

重点
項⽬

⽅針
3-3

⽅針
3-2

⽅針
3-1

⽅針
2-3

⽅針
2-2

⽅針
2-1

⽅針
1-3

⽅針
1-2

⽅針
1-1

3 わがまちの将来を描く 
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基本⽬標１ 

〔  ひろがる  〕
⼀⼈ひとりに

地域包括ケアへの理解と参加の広がりによる区⺠主役の地域づくり

DATA
1-1

基本⽅針 1-1 わがまちや地域包括ケアのことを知る 

DATA
1-2

基本⽅針 1-2 ⽣涯を通じた健康づくりを進める 

保健や福祉の情報は市の広報から
保健や福祉の情報をどこから得ているか （複数回答・上位５項⽬）

相談できる⼈・場所や健康づくり等が暮らし続けるために必要
住み慣れた地域で安⼼して暮らし続けるために必要なことは何か

（最⼤５つまで回答・上位５項⽬）

DATA
1-3

基本⽅針 1-3 地域活動の担い⼿を広げる 

地域福祉活動をする上で困っていることは⾼齢化、 
⼈材不⾜ 

●中⾼⽣向け地域活動ボランティア
「さいわいはっぴーボラティア」
（はぴ☆ボラ）

●市⺠活動交流イベント

様々な分野の市⺠活動団体
が活動をPRする場として、
市⺠活動交流イベントを開
催しています。 

中⾼⽣が幸区内の地域活動へ
実際に参加するボランティア
活動の体験を通して、興味・関
⼼を⾼める機会をつくります。 

●シニアの社会参加⽀援●両親学級の開催

初めて出産される⽅やその
パートナーの⽅を対象に妊
娠中・出産・育児の講話を⾏
います。 

毎年テーマを変え、区⺠が興味
湧く講座を開催し、社会参加の
きっかけづくりを⾏います。 

●⼦育て家庭向けの講座

⼦育て世帯に関係する テーマ
の講座を開催します。

●保健福祉情報さいわい

保健福祉に関する情報を掲
載し、年３回、全世帯へ配布
します。 

保健や福祉の情報を得るのは、「市の広報」が54.4%と圧倒的に多い状況です。 

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

「気軽に相談できる⼈・場所」が45.5％、「健康づくり・⽣きがいづくり」が
44.7%と⾼い状況です。 

資料:令和２年度幸区区⺠アンケート

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

幸区内で活動する団体が困っていることは、「スタッフ（担い⼿）が⾼齢化」
「新たなスタッフ（担い⼿）が確保できない」「活動のリーダー的⼈材が不⾜」
が上位となっています。

市の広報
町内会・⾃治会の回覧板

インターネットのホームページ
チラシ・パンフレット

新聞・テレビ

54.4
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23.9
18.4

13.4
0 20 40 60（％）

気軽に相談できる⼈・場所
健康づくり、⽣きがいづくり

地域の⾒守り、⽀え合い
地域情報の充実

地域での交流の場づくり

45.5
44.7

34.8
25.3

23.2
0 2010 30 40 50（％）

スタッフ（担い⼿）が⾼齢化
新たなスタッフ（担い⼿）が確保できない

活動のリーダー的⼈材が不⾜
活動資⾦が不⾜している

活動がマンネリ化してきている

61.1
61.1

47.2
13.9
13.9

0 4010 20 30 50 60 70（％）

N=36団体
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40.3
33.4

31.8
25.6

20.0
0 4010 20 30 50（％）

基本⽬標 2 

〔  つながる  〕
地域で

⼈と地域のつながりが活発で、⾒守り、⽀え合うことのできる地域づくり

DATA
2-1

基本⽅針 2-1 多様な地域活動からつながる 

地域活動やボランティア活動に「参加したことがない」が約４割 

DATA
2-2

基本⽅針 2-2 多様なつながりから、新たな地域活動を育む 

「機会があれば、地域包括ケアシステムに関わる
⾏動をしたい」が 6 割弱 

DATA
2-3

基本⽅針 2-3 多様な⼈がともに住むことへの理解を深め、互いに⾒守り・⽀え合う 

地域交流による助け合い意識の向上が必要と考える⼈が多い 

参加している地域活動等 （複数回答・上位６項⽬）

地域福祉を推進するために市⺠が取り組むべきこと （複数回答・上位５項⽬）

「地域包括ケアシステム」で市⺠に期待される⾏動の実践度 

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

参加したことがない
町内会・⾃治会

お祭りやイベント
環境美化（ゴミ拾いなど）

スポーツ
条件が整えば参加

41.0
28.5

24.9
17.0

11.1
10.2

0 302010 40 50（％）

地域活動やボランティア活動に「参加したことがない」が41.0%、次いで、町内
会・⾃治会、お祭りやイベント、環境美化、スポーツに関する活動への参加経験
ありが続いています。 

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

「地域交流による助け合い意識の向上」が40.3％とトップで、次いで、「⾝近な
相談相⼿を増やす」、「地域の困りごとやできることの情報が集まる場をつく
る」が続いています。 

地域包括ケアシステムについて知ら
ない、⼜は何をしたらよいかわから
ないという⼈のうち、地域包括ケア
システムに関わる⾏動を「⾏ってい
ないが、機会があれば⾏いたい」と
考える⼈が57.6%となっています。 

●公園を活⽤した⼦育て広場

⾝近な公園での親⼦の交流の
場や遊び場確保と、⼦育て⽀援
を担う⼈材育成を⾏います。 

●シニアかがやき情報誌の発⾏
 おこさまっぷさいわいの発⾏

⾼齢者向けの健康づくりグ
ループの活動紹介冊⼦や、⼦育
て世帯向けの地域情報の紹介
冊⼦を発⾏しています。 

●ソーシャルデザインセンター
 の運営⽀援

⼈や団体・企業、資源・活動をつ
なぐソーシャルデザインセン
ター（新川崎タウンカフェ内）
の運営を⽀援します。

●提案型協働推進事業

地域課題解決に資する公益性
の⾼い事業を実現できる市⺠
活動団体等から事業提案を募
集し、協働して事業を⾏います。 

●パラスポーツ体験会の開催

様々な世代の住⺠同⼠が、障害
の有無に関わらず、スポーツを
通して交流を図る取組を進め
ます。 

●ご近所⽀え愛事業

町内会・⾃治会単位で部会を設
置し、地域の気になる⾼齢者等
の情報を共有し、地域でできる
⽀援の検討及び⾒守り活動を
実施します。 

※写真は、studioFLATのアートイベ
 ント

※写真は、ボッチャ体験

たまに
⾏っている
2.7％

定期的に
⾏っている
6.2％無回答

8.9％

24.5％

⾏っていないし、
関⼼もない
⾏っていないし、
関⼼もない

⾏っていないが、
機会があれば
⾏いたい
57.6％

地域交流による助け合い意識の向上
家族以外で⾝近な相談相⼿を増やす

地域の困りごとやできることの情報が集まる場をつくる
地域課題把握や解決⽅法を探る機会をつくる

ボランティアや地域活動をする⼈を増やす
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45.6
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40.7
35.1

27.9

0 302010 40 50（％）

45.6
43.3

43.0
40.7

35.1
27.9

0 302010 40 50（％）

74.5
66.6

40.0
34.2

17.7
0 4020 60 80（％）

基本⽬標 3 

〔  とどく  〕
必要な時に

総合的な体制で必要な相談・⽀援が届く仕組みづくり

DATA
3-1

基本⽅針 3-1 ⽀援が必要な⽅に専⾨性の⾼い情報を的確に届ける 

保健福祉サービスの利⽤⼿続きが簡単であることが必要
⼼配事を解決するために必要と思われることは何か （複数回答・上位６項⽬）

DATA
3-2

基本⽅針 3-2 包括的な相談⽀援機能を充実する 

サービスが利⽤できない、結びつかない⼈への対応の充実が必要
地域福祉を推進するために⾏政が取り組むべきこと （複数回答・上位 5 項⽬）

DATA
3-3

基本⽅針 3-3 防犯・防災のまちづくりを進める 

災害に強いまち、安全・安⼼な暮らしのできるまちへの意識が⾼い 
10 年後の幸区についてどのようなまちをめざすべきか

（最⼤５つまで回答・上位５項⽬）

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

 「保健福祉サービスの利⽤⼿続きが簡単」が45.6%、次いで「⾝近でいつでも相談でき
るところがある」、「保健福祉サービスの利⽤料が低額」が続いています。 

資料:令和元年度川崎市地域福祉実態調査

 「保健福祉サービスの利⽤⼿続きが簡単」が45.6%、次いで「⾝近でいつでも相談でき
るところがある」、「保健福祉サービスの利⽤料が低額」が続いています。 

資料:令和2年度幸区区⺠アンケート

「地震や⼤⾬などの災害に強いまち」74.5%、「防犯、交通安全などの安全・安⼼な暮ら
しのできるまち」66.6%と⾼い。 

●⾼齢者・障害者向けの制度
利⽤案内

介護保険制度や⾼齢者・障害者
向けの各種制度利⽤に関する
案内冊⼦を配布し、相談対応を
⾏います。 

●保育所、地域⼦育て⽀援
 センターでの育児相談

⼦育て中の居場所づくりと⼦
どもの健やかな成⻑のために
専⾨職が育児相談を⾏いま
す。 

●関係機関と連携した
 ⾼齢者・障害者への相談⽀援

⾼齢者や障害のある⽅からの相
談に対して、関係機関と連携し
て、的確な相談⽀援を⾏います。 

●⽗親向け育児講座

⽗親の育児参加を促進す
る た め に 、⼟ 曜 ⽇ に パ
パ っとサタデー講座を開
催し、親⼦の遊びの場を提
供します。 

●避難所開設・運営訓練

災害の発⽣時等に円滑な避難
所開設と運営ができるよう、実
践的な訓練を実施します。 

●ぼうさい出前講座

防災に対する理解と関⼼を
深め、防災意識の⾼揚と地域
の防災⼒向上を図る講座を
開催します。 

保健福祉サービスの利⽤⼿続が簡単

⾝近でいつでも相談できるところがある

保健福祉サービスの利⽤料が低額

緊急時にすぐに⼿助けしてくれる⼈が⾝近にいる

保健福祉に関する情報が簡単に⼊⼿できる

利⽤できる保健福祉サービスの種類がたくさんある

サービスが利⽤できない、結びつかない⼈への対応の充実

福祉サービスを適切に利⽤することができるような評価や内容の情報開⽰

市⺠への調査等による地域課題やニーズの把握

⾏政からの⼀元的な情報提供、相談の場づくり

ボランティアや地域で活動する地域福祉を担う⼈材の育成

地域の⾃主的活動と⾏政サービスの連携強化

地震や⼤⾬などの災害に強いまち
防犯、交通安全など安全、安⼼なくらしのできるまち
社会的に⽀援が必要な⽅（⾼齢者や障害者など）を⽀え合うまち

⼦どもを育てやすいまち
教育環境が充実しているまち
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 基本⽬標４は、基本⽬標１〜３までの取組を⽀える会議体等を位置付けています。 
 地域福祉計画の推進に向け、各事業・取組の進⾏管理や評価を⾏うとともに、医療・看護・介護・  
福祉などの多職種が⼀体となった⽀援を充実させていくために、各種会議等の場を通じて、良い実践  
例や課題の共有を⾏い、さらにより良い取組が新たに⽣まれていく。
 これらの活動の⼀つひとつが積み重なっていくことで、さらなる地域福祉の充実を⽬指していきます。 

基本⽬標 4

〔  すすめる  〕
地域福祉を進める基盤体制の確⽴とネットワークづくり

幸区社会福祉協議会との連携

 「幸区地域福祉計画」と相互に連携・補完する計画として幸区社会福祉協議会がつくる「幸区地域
福祉活動計画」があります。この計画は、幸区の地域福祉を推進する実践的な計画で、住⺠・社会福
祉を⽬的とする事業を経営する⽅や、社会福祉に関する活動を⾏う⽅が、共に取り組んでいくための
参画と協働のあり⽅を⽰しています。 
 これまでも、幸区地域福祉計画と幸区地域福祉活動計画は相互に密接な連携を保ちながら事業展開
してきました。今後も、⾏政と社会福祉協議会が同じ⽅向性で取組を進めていくため、両計画の基本
理念、基本⽬標、計画期間を同⼀とし、地域課題を共有し双⽅が補強、補完しあいながら、それぞれ
の役割に応じて総合的に地域福祉を推進していきます。

基本理念 夢が広がり、想いがつながり、⼼が届くまちさいわい

地域福祉活動計画とは

基本⽬標１

【ひろがる】
⼀⼈ひとりにひろがる

基本⽬標 2
【つながる】
地域でつながる

基本⽬標 3
【とどく】

必要な時にとどく

基本⽬標 4
【すすめる】

地域福祉を進める基盤体制の
確⽴とネットワークづくり

基本⽅針１ 地域福祉活動の推進 
住⺠が主体的に関わりの持てる場づくりを進めます。

基本⽅針 2 住⺠の福祉意識の⾼揚とボランティア活動の推進
ボランティア活動を希望する⽅の相談、ボランティアグループの育成⽀援をします。また、 
若い世代の福祉活動への参加を促します。

基本⽅針 4 総合的相談対応の推進 
福祉ニーズのある住⺠に対し、問題解決に向けた相談⽀援を⾏うとともに、住⺠を地域で
⽀える仕組みづくりを検討します。 

基本⽅針 7 社会福祉協議会の基盤強化と地域連携
安定的な財源の確保と組織運営体制の整備をします。また、地域の⽬指す姿の実現に向け
た取組みを推進するため、地域の関係機関と協働します。 

基本⽅針 3 地域の⾒守り⽀援
地域ニーズの把握とともに、地域の⾒守りと当事者グループの⽀援をします。

基本⽅針 5 当事者の⽣活⽀援 
サービスが必要な⽅に対して、個別援助の相談、⽀援をします。

基本⽅針 6 災害時に備えた危機管理体制の充実 
災害時に、町会や関係機関と連携した体制が取れるよう、災害に強い地域づくりを進めます。

基本⽬標 基本⽅針
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想いを
つなぐ

未来に向けての
想いをとどける

地域での交流がたくさん広がっ
て、最終的には特別な呼称のな
い社会ができたらいいと思いま
す。 

studio FLAT
大平 暁さん

一人一人にストーリーがあって、
成長していく過程の一つの要素
になれた場面に出会えると、と
ても嬉しいです。 

パラ SC エスペランサ
神 一世子さん

民生委員をやって、人と結びつく
と笑顔を返してくれて自分が嬉
しくなる。そういう経験をたくさ
ん得ることができるのでやって
良かったと思います。

幸区民生委員児童委員
の皆さん

「もっと地域を知りたい！つなが
りたい！」と思ってほしいです。
つながりがあるからできること
に、まずは気付いてほしいなと
思います。

はたらくらす
石渡 裕美さん

頼りたいけれど助けてと声を上
げることができない人がいるこ
とを、地域の皆さんが知っている
だけでも変わっていくのかなと
思います。 

子ども・子育て
支援機関等の皆さん

言える先は誰でもいいので、
困った時には、困っていると言っ
ていいんだということを知って
ほしいですね。

地域包括支援センター
の皆さん

地域の宝物を伝え、それを大事
にする人を育て、広めていくとい
う思いで活動を続けています。 

ひよし食堂の会
近藤 多恵さん、庄司 佳子さん

街には温かい人が沢山いて、私
達だけでなく、サポートしてくれ
る仲間やあなたの味方になって
くれる人が沢山いることを伝え
たいです。 

新川崎タウンカフェの皆さん

人それぞれ考え方や生活が異な
ることは当然で、幸せの形も
様々なんだと、みんなが理解し
合えるよう、地域の皆さまと協
働していけたらと思います。 

地域相談支援センター
の皆さん

地域を知らなかった、関心のな
かった人にとって、この計画が地
域の福祉に関心をもってもらう
きっかけになったらいいですね。 

地域福祉計画
推進会議委員の皆さん

まちのおと 
（さいわいソーシャルデザインセンター）


